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協同組合

佐賀の善食くりや

新事業の取り組み

　令和4年10月6日、佐賀冷凍食品㈱の新施設内見会・落成披露式典が執り行われました。新施設の内見
会は、工場を増設し新しく生まれ変わった佐賀市久保田町の物流センターと、小城市芦刈町に新規オープ
ンした「かねすえキッチン」の店舗で行われました。物流センターは大型の冷凍設備を完備、自衛隊向け
の商品等を中心に配達の拠点として稼働していますが、今回は「かねすえキッチン」の新しい取り組みに
ついてご紹介したいと思います。
　「かねすえキッチン」は地元の食材にこだわった食品を取り扱っている小売店舗で、外観はカフェのよ
うに入りやすい雰囲気になっています。「かねすえキッチン」の最大の特徴は、自社商品の開発、製造を行
うキッチンとは別に、外部の料理人や飲食店が活用できるセントラルキッチンを備えていることです。外
部の料理人を受け入れ、飲食店の持ち帰り用商品やふるさと納税の返礼品などの商品開発に利用してもら
うほか、販売チャネルの一つに冷凍食品を利用してもらうことを目的としています。キッチンで作られた
料理は、佐賀冷凍食品㈱の冷凍技術でおいしさを損なわない形で冷凍され、「かねすえキッチン」で販売す
ることも可能です。現在「かねすえキッチン」では、ガーデンテラス佐賀ホテル＆マリトピア内にあるチャ
イニーズレストランXiangLi（シャンリー）の料理を冷凍食品として販売しています。プロが作るものを家
庭で気軽に食べられるようにとの思いで作られた、一般的な冷凍食品とは一線を画す商品です。
　佐賀冷凍食品㈱の販売拠点は県内にとどまらず、関東や東北にも商圏があることが強みです。かつては
地元スーパーがあり、地産地消は当たり前のようにされていましたが、近年は県内で販売する場所が減っ
てきていることから、9月には牛津公民館で展示商談会を行うなど、販売場所の提供にも精力的に取り組
まれています。また佐賀冷凍食品㈱の古賀社長は、協同組合佐賀の善食くりやの理事長としても活動され
ており、組合主催のミニバザールを定期開催するなど、組合としての取り組みも行われています。
　落成披露式典の乾杯には、小城市にある明治35年創業の㈱友桝飲料が製造しているテンザンサイダーが
使われました。とことん地元にこだわった古賀社長らしい気遣いを感じます。式典には小城市の江里口市
長もご出席され「自分自身も卸売業に従事した経験があるが、淘汰されていく時代の中で、長くつづける
ことは非常に難しく素晴らしいことだと思っています。新施設の落成に加え、協同組合佐賀の善食くりや
が特定地域づくり協同組合としての認定を受けられたことも、これから地域を盛り上げていく取り組みに
つながると期待しています。」との言葉が印象的でした。
　「かねすえキッチン」は小城市芦刈町に位置し、地元に根差したお店です。地元食材へのこだわりと、
生産者、料理人、卸売業者など、関わる人と人とのつながりを大切にしています。自宅用にも贈答用にも、
つい手にとりたくなる商品を揃えていますので、ぜひお立ち寄りください。

お問合せ先：佐賀冷凍食品㈱　Tel：0952-66-4521　　
　　　　　　　　　　　　　　住所：小城市芦刈町芦溝128-3（かねすえキッチン）



0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％

■佐賀県　■前年度

労働力不足（量の不足）

人材不足（質の不足）

労働力の過剰

人件費の増大

販売不振・受注の減少

製品開発力・販売力の不足

同業他社との競争激化

原材料・仕入品の高騰

製品価格（販売価格）の下落

納期・単価等の取引条件の厳しさ

金融・資金繰り難

環境規制の強化

31.1％

42.1％
42.5％

1.1％
0.3％

15.5％
17.7％

46.0％
31.1％

11.0％
7.3％

16.1％
10.9％

35.3％
59.7％

4.5％
2.0％

12.2％

11.9％
10.6％

4.2％
3.8％

38.5％38.5％38.5％

9.0％9.0％9.0％

１．経営について
　　▶１年前と比べた経営状況

　「良い」は前年度の15.1％より3.7ポイント上昇して
18.8％、「悪い」は29.7％で前年度の45.1％より15.4ポイ
ント低くなった。

　　▶主要事業の今後の方針
　「現状維持」が61.9％、「強化拡大」は30.7％､「縮小」は
6.2％となっており、「強化拡大」は、前年度よりも1.0ポイ
ント低くなっている。

　　▶経営上の障害
　「原材料・仕入品の高騰」で59.7％、次いで「人材
不足（質の不足）」42.5％、「労働力不足（量の不足）」
38.5％、「販売不振・受注の減少」31.1％と続いている。
特に「原材料・仕入品の高騰」は、前年度（35.3％）
より24.4ポイント高くなっている。

　　▶経営上の強み
　「技術力・製品開発力」が27.8％で最も多く、
次いで「組織の機動力・柔軟性」26.2％、「製品・
サービスの独自性」24.6％と続いている。

[規模別回答状況]
規模 
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合計 調査対象
事業所

有効回答
事業所 回答率

[回答状況]
  

全業種 

製造業 

非製造業

604

320
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213
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59.4%

75.0%

（上段 ： 事業所数）
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佐賀県 の労 働 事 情特 集
　中央会では、中小企業における労働事情を的確に把握し適正な労働対策を樹立することを目的として、毎年7月1日を調査時
点として全国一斉に「中小企業労働事情実態調査」を実施しています｡
　本年度も会員組合等のご協力を得て調査を実施し､ その集計結果を下記のとおり取りまとめましたので、その一部を掲載し
ます。
　なお、詳細につきましては、本会WEBサイト（https://www.aile.or.jp/）をご覧ください。
　（注1:各表の数値は端数処理の関係で､ 合計が100％にならない場合があります｡）
　（注2:各表の数値で表示の都合上、0.0％となっている箇所は小数第3位に数値が入っていること、空欄の箇所はデータなし
ということを表します。）
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４．従業員の採用について
　　▶令和３年度の従業員の採用計画の有無

　「全国」では「あった」が19.3％であり、「佐賀県」の方が1.7ポイン
ト低くなっている。
　「新卒採用を行った」19.0％、「中途採用を行った」39.0％、「採用計
画無し」54.5％だった。
　「全国」では「新卒採用を行った」22.4％、「佐賀県」の方が3.4ポイ
ント低く、また「中途採用を行った」47.6％で、「佐賀県」と8.6ポイン
トの差があった。

　　▶令和３年度の新規学卒者の採用充足状況
　「全国」の回答をみると、「高校卒」では「技術系」74.1％、「事務系」83.8％、「専門学校卒」では「技術系」88.3％、「事
務系」94.1％、短大（含高専）では「技
術系」89.5％、「事務系」が93.1％、「大
学卒」では「技術系」83.3％、「事務系」
が88.6％であった。全体では、「技術
系」の充足率が79.0％、「事務系」が
87.6％であり、「技術系」に比べて「事
務系」の充足率が高くなっている。
　一方、「佐賀県」では、「高校卒」の

「技術系」では65.1％、「事務系」で
は95.5％、「専門学校卒」の「技術系」
では86.7％、「事務系」では100.0％、
短大（含高専）では「技術系」「事務系」
共に100.0％、「大学卒」では「技術系」
が76.0％、「事務系」が77.3％であっ
た。全体では、「技術系」の充足率が
70.6％、「事務系」が89.1％であり、「全
国」同様「事務系」の充足率が高くなっ
ているが、「大学卒」の充足率はいずれ
も「全国」と比べて「技術系」で7.3
ポイント、「事務系」で11.3ポイント低く、

「大学卒」の人材確保に苦戦している
ことが伺える。

２．従業員の労働時間について
　　▶週所定労働時間

　「40時間」が45.4％、次いで「38時間超40時間未
満」29.6％、「38時間以下」15.8％となっており、法定
労働時間の「40
時 間 」以 下 は
90.8％で、「全
国 」と 比 べ て
0.8ポイント低
くなった。

　　▶月平均残業時間
　「0時間」33.2％、次いで「10時間未満」27.2％、「10
～20時間未満」21.3％と続いており、平均残業時間
は 9 . 1 9 時
間で前年度

（9.51時間）
より0.32時
間減ってい
る。
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①新規学卒者の採用充足状況（全国）

②新規学卒者の採用充足状況（佐賀県）

新卒採用 中途採用 計画無し
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全　国

　　前年度
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　　前年度

３．従業員の有給休暇について
　平均付与日数は、「15～20日未満」51.7％、次いで「10
～15日未満」が19.2％、「20～25日未満」が14.1％と続い
ており、平均付与日数は15.11日で前年度より0.45日減少し
た。
　平均取得日数は、「5～10日未満」が最も多く52.6％、次
いで「10～15日未満」27.6％、「5日未満」10.5％と続く。
平均取得日数は8.31日で、前年度と比較し0.5日の減少と
なった。
　年次有給休暇平均取得日数8.31日を平均付与日数15.11
日で除した取得率は54.9％で、前年度（平均付与日数15.56日、平均取得日数8.36日、取得率53.7％）より1.2ポイント増加した。
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佐賀県

前年度
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５．育児・介護休業制度について
　　▶産後パパ育休への対応

　特に実施していない（予定もない）」が54.3％、
次いで「対象者の把握に努めている」19.6％、「就業
規則、労使協定など現行制度を改正」16.6％であった。

６．人材育成と教育訓練について
　　▶従業員に対し行っている訓練

　「必要に応じたOJTの実行」が41.5％、「自社内で
の研修会・勉強会の開催」が33.9％、「特に実施して
いない」が29.1％であった。

７．原材料費、人件費アップ等に対する販売価格への転嫁状況
　　▶転嫁状況

　「価格引上げの交渉中」が26.8％、「価格の引上げ
（転嫁）に成功した」が25.8％であった。
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　お忙しい中、本調査にご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。
　本調査は毎年実施しております。来年度の調査も引き続きご協力くださいますようお願いいた
します。

　　▶賃金改定の内容
　「引上げた」、「７月以降引上げる予定」と回答した事業所に対
して「賃金改定の内容」についてたずねたところ、「定期昇給」
の割合が最も高く50.5％、次いで「基本給の引上げ（定期昇給
制度のない事業所）」40.5％、「ベースアップ」、「諸手当の改定」
はそれぞれ17.5％、「臨時給与（夏季・年末賞与など）の引上げ」
8.0％となっている。

８．賃金改定について
　　▶賃金改定実施状況

　「引上げた」46.0％と「７月以降引上げる予定」9.5％を
合わせて55.5％、「今年は実施しない（凍結）」は18.3％
だった。
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■引下げた
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　去る１１月１０日（木）、長崎県長崎市「出島メッセ長崎」を会場に『つながる　ひろげる　連携の架け橋～希望の未来 
中小企業「光」を結集～』を大会キャッチフレーズに掲げた第７４回中小企業団体全国大会が開催されました。
　大会には全国から中小企業団体の代表者等約２，０００名(うち、本県からの参加者は５８名)が参加しました。
　開会宣言、国歌・団体歌斉唱の後、森洋 全国中央会会長の開会の挨拶、石丸忠重 長崎県中小企業団体中央会会長に
よる開催地会長挨拶が行われ、続いて、開催地自治体から平田研 長崎県副知事、田上富久 長崎市長より歓迎のご挨拶
を頂戴しました。次いで、ご来賓である小林洋司 厚生労働審議官、関根正裕 商工中金代表取締役社長より祝辞を、西
村康稔 経済産業大臣、野村哲郎 農林水産大臣よりビデオメッセージを頂戴しました。その後、石丸忠重 長崎県中央会
会長が議長に、桑野龍一 福岡県中央会会長、佐藤勘三郎 宮城県中央会会長がそれぞれ副議長に選任され、議事に移り
ました。
　議事では、「Ⅰ．中小企業・小規模事業者等の経営強靭化・成長促進支援等の拡充」として４項目、「Ⅱ．中小企業・小
規模事業者の実態を踏まえた労働・雇用・社会保険料対策の推進」として３項目、「Ⅲ．中小企業・小規模事業者の積極
的な事業活動を支える環境整備」として７項目、合計１４項目の中小企業施策への意見が上程、決議されました。
　そののち、晝田眞三 岡山県中央会会長より意見発表がなされ、さらに、本大会の意義を内外に表明するため、山下顕
伸 長崎県中小企業団体中央会青年部会長より「大会宣言」が高らかに宣せられ、万雷の拍手をもって採択されました。
　すべての提出議案決議の後、中小企業組合制度の発展に貢献した優良組合４０組合・組合功労者７４名・中央会優秀専
従者２７名に対する表彰式が開催され、会場万雷の拍手をもってその功績が讃えられました。
　また、大会の最後に、次回第７５回中小企業団体全国大会を来年１０月１１日（水）に、宮城県にて開催することが決定され、
大会旗が森 全国中央会会長から佐藤勘三郎 宮城県中央会会長へ継承されました。その後、佐藤 宮城県中央会会長が次
期開催地会長として挨拶を行い、本大会は盛会裏に終了いたしました。
　お忙しいなか、中小企業団体全国大会にご出席いただいた本県関係の皆様に改めて厚く御礼申し上げます。本当にあ
りがとうございました。

第７４回中小企業団体全国大会盛会に開催
～１４項目の中小企業対策・景気対策決議を採択～

～　大 会 決 議 項 目　～
Ⅰ．中小企業・小規模事業者等の経営強靭化・成長促進支援等の拡充
１．現下の危機的課題の克服に向けた経済再生支援策の拡充強化
２．中小企業・小規模事業者の成長促進、持続的発展に向けた支

　援強化
３．中小企業団体中央会の指導体制・支援機能の抜本的強化、中

　小企業組合制度の拡充・改善
４．地域経済の好循環の推進、地域課題の解決

Ⅱ．中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働・雇用・社会保
　険料対策の推進

１．中小企業の人材育成・確保・定着対策
２．新型コロナウイルス感染症の影響長期化に配慮した社会保障

　制度の見直し
３．外国人技能実習制度と特定技能の見直し

Ⅲ．中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境整備
１．中小企業金融施策の拡充
２．中小企業・組合税制の拡充
３．中小製造業等の持続的発展の推進
４．エネルギー・環境対応への支援の拡充
５．卸売・小売業・まちづくりの推進に対する支援の拡充
６．サービス業支援の強化・拡充
７．官公需対策の強力な推進
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全国大会表彰・本県関係の被表彰者
被表彰者の皆様、おめでとうございました

※各決議内容の詳細につきましては、全国大会の際に配布された決議（案）の冊子に記載されております。
　全国中央会ホームページ（ https://www.chuokai.or.jp/index.php/4723/ ）にも掲載されています。

鹿島市管工事協同組合
理事長　大隈　末義 氏

優良組合

諸富家具振興協同組合
理事長　樺島　雄大 氏

組合功労者

　第７４回全国大会の研修ツアーでは長崎県・五島市を中心に巡
り、長崎の「今」について見聞を深める事ができました。来年は
宮城県で全国大会が開催されます。是非、多くの会員の皆様にご
参加をお願いいたします。

2022.11.9～10
全国大会参加者の皆さま
お疲れさまでした！

＠大会参加スナップ写真

　▲ 五島市「大瀬崎灯台断崖」（ちょこんと見えます）

▲全国大会の様子（森全中会長 挨拶）

　▲ 表彰の様子（諸富家具 樺島理事長）（左から2番目）

　▲ 長崎市「崇福寺」前にて記念撮影！

ココ
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　令和4年11月18日（金）にグランデはがくれにて「第6回　生産性向上のためのITフェア SAGA 
IT FAIR」が開催されました。本会が主催として携わってから3回目のITフェアとなりました。
　SAGA IT FAIRは、IT関連の機器やサービスに関する展示会で、佐賀県内の事業所の皆様に最
新技術を活用して生産性を向上していただくことを目的に開催しており、今年はITに詳しくない
方に実際にITツールに触れてもらい意外と簡単に活用できるなと体感してもらえるよう体験可能
な商品をメインに展示して頂きました。
　当日は、21社の企業に出展していただき、500名を超える方々にご参加いただきました。
　また、佐賀県内で実際にITツールを活用されている事例紹介として、㈲旅館あけぼの様、田島
㈱様、ITツールを導入する際に活用できるIT導入補助金について九州経済産業局様をお招きして
のセミナーも同時開催し、立ち見が出るほどの盛況ぶりで、盛会裏に終了しました。

ＩＴ活用のヒントがたくさん！！

（中央会）まずは定款ば見てBくんに組合員資格があるかどうかば確認しましょう！
①Bくんに組合加入資格がある場合
　AさんからBくんに持分の譲渡が可能です。
②Bくんに組合加入資格がない場合（職種や地区等が不適格）
　1. Bくんが加入資格を得るまでAさんが所有し続ける
　2 .Aさんは一旦組合を脱退し、Bくんが加入資格を満たしたときに改めて加入してもらう
①、②どっちの場合でも理事会で承認ばしてもらわんぎいかんとと、B くんに組合加入の意思の無かぎいか
んですよ！

【連載】第４回 組合 Q&A：持分の譲渡について
（組合員）また聞きたかことのでてきたばってんよかね？
こないだ組合員のAさんから息子のBくんに持分ば譲って息子ば組合員にしたかて言われたばってんどがん
すっぎよか？

（組合員）そいぎ定款ば見てみっけん！ありがとう♪

（組合員）今回はAさんもBくんも個人事業主さね。どこば見てなんば確認せんばかね？

（中央会）組合員さんは法人ですか？そいとも個人事業主ですか？
法人ぎんたその会社自体が組合の加入資格や持分を有しとるけんが、代表者がAさんからBくんに代わっ
ても法人格に影響のなかけん、引き続き会社として組合に所属し続くっことになります。
個人事業主の場合は、Bくんに組合への加入資格等があるかを確認せんぎいかんです。

【ちなみにばってん】
個人事業主の場合は、基本的には A さんが亡くなった時点で組合員資格が無くなることになりますが、A さんの相続人が定款で定め
る期間内に申し出をしたときは、A さんが亡くなった時点に遡って組合員になったものとみなされます。相続人が複数人いる場合は、
相続人の同意をもって選定された一人の相続人に限り組合員資格を得ることができます。
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　 =良い（DI>30%）、　 =やや良い（30%≧DI>10%)、　 =変わらない（10%≧DI>−10%)
　 =やや悪い（−10%≧DI>−30%)、　 =悪い(DI≦−30%)

景況NEWS
令和４年9～10月分

　中央会では、県内36業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告を頂
いております。
　ご報告頂いた令和4年9～10月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（https://www.chuokai.or.jp/index.php/category/news-keizai/）
からもご覧いただけます。

9月、10月の傾向

佐賀県内中小企業36業界の景況

　今期（9-10月期）の月次景況調査結果について＜前月比＞DI（全業種）でみると、主要指標「売上高」は、9月は5.7で、
8月の11.1より5.4ポイント悪化したが、10月は23.6と、大きく改善した。「収益状況」は、9月はマイナス14.3、10月はマ
イナス2.9と、マイナス値が続くものの、徐々に回復している動きがあった。「業界の景況」についても、9月はマイナス8.5、
10月はマイナス5.9となり、こちらも「収益状況」と同様に徐々に回復の動きがみられた。
　一方、＜前年同月比＞DI（全業種）をみると、「売上高」については、9月は20.0、10月は20.6と8ヶ月連続でプラス値となっ
た。「収益状況」については、9月はマイナス5.7であったが、10月は0.0となり、プラス5.7ポイントとなった。「業界の景況」
について、9月はマイナス17.1、10月はマイナス17.7となり、低調に推移しているもののわずかに悪化した。

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]−[減少]
31.4% 42.9% 25.7% 5.7% 45.7% 28.6% 25.7% 20.0%
41.2% 41.2% 17.6% 23.6% 44.1% 32.4% 23.5% 20.6%

在庫数量
[DI]=[減少]−[増加]

12.5% 70.8% 16.7% 4.2% 16.7% 58.3% 25.0% 8.3%
21.7% 69.6% 8.7% −13.0% 26.1% 65.2% 8.7% −17.4%

販売価格
[DI]=[上昇]−[低下]

25.7% 71.4% 2.9% 22.8% 48.6% 48.5% 2.9% 45.7%
38.2% 58.9% 2.9% 35.3% 58.8% 35.3% 5.9% 52.9%

取引条件
[DI]=[好転]−[悪化]

5.7% 85.7% 8.6% −2.9% 11.4% 77.2% 11.4% 0.0%
8.8% 85.3% 5.9% 2.9% 14.7% 73.5% 11.8% 2.9%

収益状況
[DI]=[好転]−[悪化]

8.6% 68.5% 22.9% −14.3% 22.9% 48.5% 28.6% −5.7%
11.8% 73.5% 14.7% −2.9% 23.5% 53.0% 23.5% 0.0%

資金繰り
[DI]=[好転]−[悪化]

2.9% 85.7% 11.4% −8.5% 11.4% 80.0% 8.6% 2.8%
2.9% 88.3% 8.8% −5.9% 8.8% 76.5% 14.7% −5.9%

設備操業度
[DI]=[上昇]−[低下]

14.3% 71.4% 14.3% 0.0% 21.4% 64.3% 14.3% 7.1%
7.1% 78.6% 14.3% −7.2% 14.3% 64.3% 21.4% −7.1%

雇用人員
[DI]=[増加]−[減少]

5.7% 94.3% 0.0% 5.7% 11.4% 82.9% 5.7% 5.7%
8.8% 91.2% 0.0% 8.8% 11.8% 79.4% 8.8% 3.0%

業界の景況
[DI]=[好転]−[悪化]

8.6% 74.3% 17.1% −8.5% 14.3% 54.3% 31.4% −17.1%
8.8% 76.5% 14.7% −5.9% 17.6% 47.1% 35.3% −17.7%

●DI［景気動向指数］値（全業種）� 上段が9月分、下段が10月分

（調査票取りまとめ：令和4年11月14日　情報連絡員総数36名：9月回答数36名：回答率100.0％、10月回答数35名、回答率97.2％）
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■��佐賀県菓子工業組合　理事長　中原正博　氏
　�　イベント関係も少しずつ増えてきたが、お土産関係、お彼岸
等の行事菓子を含め、需要が全体的に一定ではなく、販売地域
や事業所等により、景況感に温度差があり、市場の需要が分か
りにくい状況になっている。
　�　全体的には、コロナの減少に伴い好転の兆しも出てきている
が、物価の上昇等の影響もあり、需要が厳しくなっている事や
すべての原材料価格の高騰、包装資材の納期の遅れが続いてい
るので、厳しい環境になっている。
　�　更なる製造コストの削減や新製品の開発、販売価格、商品規
格の見直しが続いている。(9月)
　�　お菓子の需要期に入り、またコロナの影響が比較的落ち着い
て、お土産関係、イベント関係を含め、全体的に堅調になって
きた。しかし個別になると、まだ需要が商品の種類、販売地域
や事業所等により、景況感に温度差がでている。
　�　全体的には、堅調で好転のきざしも出てきているが、原材料
価格の高騰や物価の上昇等の影響も出ているので、需要はわか
りにくくなっている。
　�　菓子の場合、商品の種類も多いので、継続的に、販売価格や
商品規格の見直し、新商品開発等が続いている。(10月)

■佐賀県酒造協同組合　事務局長　山﨑みち子　氏
　�　組合員の酒類売上げは前月に比べると若干減少しています
が、前年同月と比べると前年対比115％と増えています。コロ
ナウイルス感染者の人数も減少傾向にあり、行政・民間ともコ
ロナ対策をしながらですがイベントの開催やおいし～と食事券
の販売など経済をまわす事に注力して頂き、結果酒類業界へも
好影響が出始めています。尚、輸出も好調に伸びております。
(9月)
　�　組合員の酒類売上げは前月に比べ143％と増えていますが、
光熱費や資材原材料の値上げに伴い今秋商品価格を値上げする
蔵も多く、値上げ前の駆け込み需要の可能性が高い為、これか
ら始まる酒類の出荷最盛期となる年末年始の動向に注力してい
ます。 (10月)

■佐賀県漬物工業協同組合　理事長　川原啓秀　氏
　�　後半にかけて新型コロナが収束に向かい人の動きが活発化し
てきた。それに伴い販売も増えてきたので10月以降に期待が
高まっている。半面、円安の影響と電力や燃料費の高騰が収益
を圧迫しているので、今後の価格競争が業界に対してどのよう
な動きを見せるのか注視しなければならない。(9月)
　�　新型コロナが収束に向かい人の動きが活発化してきた。特に
飲食店などの業務用商材と観光需要によるお土産用商材の引き
合いが増えてきた。半面、円安の影響と電力や燃料費の高騰が
収益を圧迫しているので、再度の値上げ交渉がスムーズに行え
るのか、もしくは再度の値上げしないで現行のまま行くのかが
今後の経営に大きな影響を与えそうだ。 (10月)

■嬉野茶商工業協同組合　理事長　中山明則　氏
　�　9月は売り上げが低迷する月ではあるが今年度は7、8月の低
迷に続き、さらに厳しい月になった。
　�　嬉野では新幹線の開通により、観光客の増加に伴い、お土産
などでうれしの茶の消費が増加することに期待している。また、
うれしの茶のPRも積極的に行っていきたい。(9月)
　�　コロナが少し落ち着いて売上が増加すると思われるが、物価
高もあり、消費の増加につながっていない現状である。(10月)

■諸富家具振興協同組合　副理事長　平田尚二　氏
　�　9月は、円安や原油高の影響が如実に表れてきた。輸入等を
占める業者においては、仕入れコストの上昇が急激すぎて対応
に追われている。また、原材料に関して、現地出荷額は高止ま
りや若干の値崩れも出始めてきているようであるが、円安の影
響が強すぎて高値トレンドが続いている状況である。
　�　市場に関しては、これからの秋需要に期待するが、建築コス
ト高の中、消費者が家具インテリアにどれだけ予算を割けるか
が鍵となる。また、大型プロジェクト建築に関しては、オーナー
の国産家具に対する見直しで幾分かはビジネス拡大傾向である
ように感じる。
　�　また『諸富家具』の地域団体商標の取得による諸富家具のブ
ランディングを模索中である。(9月)
　�　本来ならば１０月から秋の需要期に入るので、少しずつ売上
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が向上するものと期待していたが、消費者の財布の紐がかなり
硬いような気がしてならない。１１月からの生活必需品の値上
げラッシュ報道や、企業内では資材のさらなる高騰、円安はど
こまで進むのかなどのマイナス報道ばかりの為なのか、家具の
消費も停滞しているように感じる。
　�　１０月の大川市で開催された業者展も、まだまだコロナ前に
戻ったとは言えない。また、東京ビッグサイトで開催された建
材関連見本市も苦戦したと聞いている。コロナでの巣篭もり家
具需要も一巡したのであろうか。
　�　ここにきて、家具製造業の事業廃業や倒産といった事例も出
てきており、先の見通しが読めない状況である。(10月)

■佐賀県紙業振興協同組合　事務局　松尾雄一郎　氏
　�　原材料、副資材、消耗品の値上げによる価格転嫁がようやく
出来ている中で、原材料等の2次値上げの動きがあり、利益を
確保できる状況にならない。(9月)

■�佐賀県印刷工業組合　理事長　真崎俊夫　氏
�　�　9月は夏のイベント告知等が一段落し、前月対比では10％ほ
どの落込みだった。しかし前年同月比ではコロナ対応に対する
国の方針の影響もありイベント等の回復で増加となった。
　�　価格転嫁に関しては材料費の値上げ分を何とか上積みできつ
つあるが、その他のコストまでの転嫁には至っていない。
　�　9月末には用紙代の2度目の値上げが各メーカーから強行さ
れ印刷料金に大きな影響を与えるだろう。(9月)
　�　10月に入り、用紙代が15％値上がりし、2度目の値上がり
に各社対応に苦しんでいる。コロナ禍の中でも催事は通常に行
われつつあり、チラシ・パンフレットの受注が昨年よりも増加
した。事務用印刷物の伝票類はデジタル化やキャッシュレスの
影響を受け、コロナ前の約半分の受注に落ち込んでいるようだ。
今後デジタル化が進むにつれ、ペーパレス化も進み、その対応
を急がなければならない。(10月）

■佐賀県陶磁器工業協同組合　総務課長　梅﨑泰志　氏
　��　年末年始や旅行支援による業務用食器の需要は高まっている。
　�　原材料の値上げによる商品価格の引き上げがどのように影響
するのか注視したい。
　�　原材料の値上げに加えて、筆や窯業資材の値上げ、取扱業者
の廃業など、今後の生産体制に大きく関わる懸念材料があるの
で、組合として組合員の意見を聞きながら代替品や別業者の検
討を引き続き行いたい。(9月)
　�　年末年始向けや旅行支援の好影響もあり、共販取扱高も好転。
　�　原材料等の値上げによる商品価格の上昇も取扱高の増加につ
ながっていると思うが、コロナ前の令和元年同月と比較しても
約10%ダウンとなっており、回復傾向にあると考えている。
　�　値上げや在庫不足の状態にある「筆」等の窯業資材について
も、取扱業者や熊野筆組合とのやり取りを進めることができ、
サンプルの使用を含め組合として動き始めた。(10月)

■肥前陶土工業協同組合　事務局長　一ノ瀬秀治　氏
　�　9月の陶土共同販売高は、対前年同月比約113％、対前月比
約124％で推移する見込み。10月の価格改定を目前にして最
後の最後に駆け込みによる購入がわずかながらに見られたよう
に思う。11月からは、天草陶石の運搬料金の価格改定が予定
されている。まだまだいろいろな物の価格の上昇が顕著で、
10月に行う価格改定だけで大丈夫なのか不安を覚えずにはい
られない。(9月)
　�　10月の陶土共同販売高は、対前年同月比約94％、対前月比
約84％で推移する見込み。9月にかけ込み需要があった分だけ、
10月は減少した感じでトータル的な景況としては横ばいの様
に思われる。物価上昇の天井が見えないなか、まだまだ不安が
尽きない。(10月)

■佐賀大和工業団地協同組合　事務局長　中村耕三　氏
�　���　�当団地は、金属加工、機械部品製造、印刷業の企業が主であ
　るが、売上面は、前年同月比では、「減少」としたが、「増加」「不変」
　の割合にもばらついた。受注単価等の販売価格は、前年同月比
　では、全体的に「不変」としたが、「増加」した割合も一部見
　られた。
　��　当団地の共同受電（19社中17社が利用）電力使用量合計の
推移では、前年同月比が、6月97％、7月105％、8月113％
と推移したが、9月は95％に減少した。金属加工や印刷業とも
減少した。(9月)
　�　売上面は、前月比、前年同期比とも、ばらつきはあるが、「減
少」傾向が強かった。受注単価等の販売価格は、前年同期比で
は、全体的に「増加」傾向がみられた。
　�　共同受電電力使用量合計の推移では、前年同期比が、7月
105％、8月113％、9月は95％に推移したが、10月も91％
へ減少した。金属加工や印刷業とも全体的に減少した。(10月)

■唐津鉄工団地協同組合　事務局長　渡邊浩布弥　氏
　�　当組合の金属製品製造業者の9月は大口物件受注があったこ
とで、売上増となっているものの、収益面では前月比微減。今
後も同様の傾向が予想される。(9月)
　�　鋼材を取り巻く環境はロシアのウクライナ侵攻以降、原料価
格が高騰していたが、鉄鋼原料価格、スクラップ価格ともに安
定してきたことで、メーカー値上げは一服し、市況は安定。
　�　建築案件は大型物件が多数あり大手鉄工所はフル稼働が継続
しているものの中小案件は低調で中堅以下の鉄工所は仕事量は
少なく、大手の下請けで凌いている状況は変わらず。
�　�　当組合の金属製品製造業者の10月は前年同期比では売上増
ながら収益面は在庫簿価が上昇したことで微減傾向。今後も同
様の傾向が予想される。(10月)

■肥前陶磁器商工協同組合　専務理事　藤　雅友　氏
�　�　9月は、前月比102.12％、前年対比142.11％。先月と大き
な動きの差異はなく、今月も値上前の受注等が見られた。コロ
ナ前の数字を上回るまでに至っている。海外向け需要の動きに
良い動きが見られた。(9月)
　��　10月は、前月比110.36％、前年対比134.44％。
　�　新型コロナウイルスの影響が薄れ、個人消費など多くの地域
で持ち直しの動きが出てきている。定番商品に加え、迎春向け
商品・ネット通販商品・ふるさと納税商品など共販高をけん引
する動きがあった。只、生産体制が追い付かず、共販取扱高が
伸び悩む面も見られる。(10月)

■佐賀青果食品協同組合　理事長　眞﨑喜隆　氏	
　�　9月に入り、5日の台風は雨が多くまた18～19日の台風は、
報道では今までにない強い台風との情報で、ものすごく心配し
ていたが、思ったような強さもなく、被害も佐賀では少なかっ
た様に思われた。農作物についても被害は少なかったようだが、
出荷が一時的には少なくなり高値であった。台風ばかりでなく、
時期的に農産物の産地が変わる時期でもあり、私たちは厳しい
状態にある。また、月末になり台風の影響か、少し傷のある果
菜類（胡瓜、なす、トマト）が出ている。コロナについては、
詳細な発表はしないようになり重傷者や高齢者の発表をするこ
とになっている。生命保険等も内容が少し変わってきたようで
ある。(9月)
　�　10月に入って、青果物は順調な入荷で安定した動きとなっ
てきた。何品かは高値だが毎年のことである。全体的に安定し
てきた。今月は前年度の6月から義務付けてあるHACCPにつ
いてのお尋ねと、来年10月から始まるインボイスについて、
ちゃんと付けているのか？インボイスの届出はしたのか？等々
を朝礼で話した。まだ実感がないようである。再度説明してい
く、個人での納品業者は必須である。コロナについても以前の
ようには多くないようであるが、報道でも言っている第8波が
来るのかと心配である。(10月)

■協同組合ショッパーズかんざき（鮮魚）　理事　坂田重利　氏
　�　台風の影響で、入荷量が減少、養殖物の価格が上昇。販売価
格に転嫁できず収益悪化。今旬のさんまも今年も昨年同様水揚
減少。月末に入り、もどりかつお入荷有り。(9月)
　・�行動制限が緩和され、外で食事する機会が増え、家庭での食
事の回数が減り、売上が微減少。

　・�輸入物、養殖物の値上幅が大きく、販売価格に転嫁できず収
益悪化。

　・�丸物（あじ、さば等）が売れず、切り身、骨抜き動く。生産
性悪く、労働時間に影響あり。(10月)

■佐賀県石油商業組合　専務理事　光武　繁　氏
　��　政府の「燃料油価格激変緩和対策事業」で、毎週35円/ℓ前
後の補助金があり、今年度は販売価格が170円/ℓ台で大幅に
変動することがない。(9月)
　・�円安ドル高が急激に進む。原油相場が少し下がっても円安に
より、円建て原油が微高。

　・�現在、政府からの補助金により仕入れ値の変動が少なく、ガ
ソリン販売価格も変動少ない。(10月)

■佐賀県食肉事業協同組合　事務局長　吉田さおり　氏
　��　一部の組合員より『県が推進している「SAGAおいし～と食
事券」の効果もあり、納品量が若干だが増えている。先の食事
券の使用期間が来年の1月末までなので、年末に向けて売上状
況もよくなるのではないかと期待している。ただ、いろいろな
商品の価格高騰で飲食店の商品単価も値上がりしており、外食
を控える消費者が増えているとも聞いているので、手放しで喜
べる状況でもないように思う。』という声もあり一長一短の状
況に歯痒い思いである。(10月)
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■鳥栖本通筋商店街振興組合　理事長　緒方俊之　氏
　��　10月にハロウィンイベントを開催した。鳥栖駅前にできた
駅西広場での開催は初めてだった。鳥栖駅利用者に商店街の活
動をアピールすることもできた。(10月)

■伊万里駅通商店街振興組合　副理事長　本岡一蔵　氏
　�　9月に来た台風被害で、売上げは順調に伸びている。ただ、
円安の影響で商品の値上げが多すぎて、値上げ作業がかなりの
業務負担になっている。(9月)
　�　売上は、昨年に比べ増加していますが、景気はあまり良くな
いような感じがします。円安により、商品の値上げだけが毎月
多くあります。(10月)

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　保利昌宏　氏
　�　国土交通省は9月1日から10月31日までの2ヶ月の期間を
「自動車点検整備推進強化月間」として定め、自動車ユーザー
による保守管理の徹底を強力に推進するため、全国的に展開し
ている。
　�　当組合も、9月3日には県下一斉に「マイカー無料点検デー」
を展開しユーザーに点検入庫を促進した。また、昨年はコロナ
禍により実施できなかったイベントを実施する事とし、青年部
を中心に「道の駅 大和そよ風館」において、コロナ対策を行
いながら無料点検を呼びかけ、家族連れなどの愛車の点検を実
施し、会場ではゲストを迎えて、地元ラジオで点検の模様を放
送し、広く点検整備の必要性を伝えた。(9月)
　�　九州沖縄地区の登録自動車と軽自動車を合わせた2022年度
上半期（4～9月）の新車販売台数は、前年同月比5.3％減の
22万7368台となり、3年連続で前年割れした。長引く半導体
不足やウクライナ情勢などの複合的な要因による生産量減少が
影響し、減少となった。足取りは緩やかながら供給量は改善に
向かっており、今後の市場回復に期待がかかる。
　�　登録自動車は2年ぶりの前年割れの6.1％減の12万5234台、
軽自動車は、3年連続の前年割れとなる4.2％減の10万2134
台となった。
　�　なお、佐賀県では、登録自動車が前年同期比9.8％減の6587
台、軽自動車も、前年同期比8.7％減の6989台で、共に前年
割れとなった。また、佐賀県の新車販売に占める軽の構成比で
は51.5％と0.3ポイント増加した。(10月)

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　主任　中島千鶴　氏
�　�　9月に入り新型コロナウイルス感染の報告はだいぶ減ってお
り、休業されている店舗も少なくなり、売上も若干伸びたよう
です。
　�　原材料費や光熱費の値上がりのため、値上げを検討されてい
る店舗もありますが、まだ実行されておられない店舗が多いよ
うです。
　�　9月で日本政策金融公庫のコロナ特別枠、いわゆるゼロゼロ
融資が打ち切られるという事で、手持ちの運転資金の融資が増
えるかと思っていましたが、そうでもなく、店舗移転や改装と
いった、前向きな相談が多くありました。(9月)	
　�　10月は天候に恵まれ、新型コロナウイルス感染者も少ない
まま推移していたので、来店客は好調で、売上は伸びたようです。
　�　原材料価格や光熱費の高騰への対応では、値上げに踏み切れ
ない美容室の方が多い印象です。佐賀県の11月補正予算に期
待をしています。(10月)

■唐津市旅館協同組合　理事長　松下隆義　氏
　�　九州割その他の好影響により、前年対比200％ありました。
(9月)	
　�　全国旅行支援と九州割とで売上が前年の1.5倍となりました。
(10月)

■佐賀県ソフトウェア協同組合　事務局長　坂井貴紀　氏
　�　組合全体の売り上げは前年同月と比べて増加。
　�　新型コロナ感染が比較的落ち着いていたことから営業活動が
進み、売り上げにも結びついた。
　�　企業のデジタルトランスフォーメーション（DX）の依頼も
多い。
　�　世界的な半導体不足や新型コロナの影響などでサーバーや
ネットワーク機器類の調達に時間がかかっている。「納期が分
からない」と言うメーカーも出てくるなど、より顕著になって
きた。業界の人材不足も目立ってきている。(9月)	
　�　組合全体の売り上げは、ばらつきがあるものの、前年同月と
比べて好転か同等程度と悪くない。企業のDX(デジタルトラン
スフォーメーション）の本格的な導入のほか、来年10月から
始まるインボイス（適格請求書）の制度に向けた受注があるな
ど、今後も悪くない状況が続く見通し。ただ、ネットワーク機
器類の仕入れ値の上昇や人材不足による人件費アップが続いて
おり、利益確保が難しい状況。

　　価格転嫁も容易ではなく悩ましい。(10月)

■�佐賀県建設工業協同組合　常務理事　島内俊幸　氏
　�　令和4年9月の公共事業は、件数では、前年同月比で23.0％
の増、前月比で2.7％の増、請負額では、前年同月比10.2％の減、
前月比19.0％の減となっている。
　�　令和4年8月の住宅着工は、戸数では、前年同月比は7.3％の
増、前月比で3.2％の増、工事費では、前年同月比は34.9％の減、
前月比で51.6％の減となっている。(9月)
　�　令和４年10月の公共事業は、件数では、前年同月比で
12.6％の減、前月比で24.0％の減、請負額では、前年同月比
54.0％の減、前月比22.2％の減となっている。
　�　令和４年９月の住宅着工は、戸数では、前年同月比は
5.3％の増、前月比で3.6％の増、工事費では、前年同月比は
141.8％の増、前月比で152.9％の増となっている。(10月)

■協同組合佐賀県鉄構工業会　事務局長　大坪一徳　氏
　＊業況…�手持工事量は平均4ヶ月、工場稼働率平均90％となっ

ている。前月より工事量、稼働率の増加が見られる。
　＊動向…�全体的に中小案件が少ない。同業者からの製作協力で

工場稼働率が安定しているようだが、工期のずれ等が
発生した場合、工場に空きが出ている。

　＊問題点�…鋼材、副資材、輸送費等の上昇分の転嫁交渉が進ま
ず仕事が決まらないことがあり、今後の重要な課題で
ある。(9月)

　＊業況…�手持工事量は1ヶ月～6ヶ月、工場稼働率は81％～
100％と、先月と変わりないが、企業間の格差が出て
いる。

　＊動向…�見積件数が少なく、年明け以降の仕事量確保に懸念が
出ており、先行きが不透明。特に中小の物件が少ない。

　＊問題点�…鋼材の価格は高値で安定しつつあるが、消耗品・電
気代・輸送費等の全てにおいて値上がりしており、厳
しい状況である。(10月)

■佐賀県電気工事業工業組合　事務局長　山口光浩　氏
　��　コロナ禍及びウクライナ情勢の影響で、更に資材の高騰及び
品不足が顕著化してきた。(9月)
　�　年度末に向けて、ある程度の仕事量は確保出来ているが、コ
ロナ禍及びウクライナ情勢等の影響で、更に資材の高騰及び品
不足が顕著化しており、納期の長期化も加わり、先行きが見え
ない状況である。(10月)

■佐賀東部管工事協同組合　事務局長　大串哲也　氏
　�　上半期の公共工事受注額は、ほぼ前年並の受注額となってい
る。組合員の会社職員のコロナ感染者も多少見られたが、仕事
への影響はそれほどなかった。(9月)
　�　10月の公共工事受注が前年受注総額の27％と一気に受注し
たため、組合員は手いっぱいの状態である。
　　今後の発注工事を受注できるか不安がある。(10月)

■佐賀県貨物自動車事業協同組合　専務理事　大江孝文　氏
　�（1）�台風の接近や、シルバーウィークなどで稼働日が若干少

なかったこともあり、動きは良くなく、またWeb上の荷
動きも同様であった。燃料の取扱い数量においても前年
実績を下回っており動きが良くないことを裏付けている。

　（2）�燃料単価については、補助金がある中で前年より高い状
況であり、さらに殆どの物質が値上げとなり、経営状況
は厳しい。(9月)

　�（1）�荷動きは全体的にあまり良くない。特に九州発の関東・
関西方面への荷物情報が少なく、空車で行くこともあり、
収益的に厳しいものがある。

　　　�　依然として半導体不足で自動車メーカーの稼働率低下の
影響もあると思われる。

　（2）�燃料単価については、前年比でほぼ同水準であるが、35
円/ℓ以上の補助を考慮すれば、高値で推移している。

　　　�燃料以外の石油製品も値上げが続きコスト増になってい
る。(10月)
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TG学園
クリスマスの予定

作者：はこふぐ

①③

②④
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組合活性化情報誌 　Link リンク　NO.254
令和４年11月30日発行

佐賀県中小企業団体中央会
〒840−0826　佐賀市白山2丁目1番12号

佐賀商工ビル6階
TEL.0952−23−4598   FAX.0952−29−6580

URL http://www.aile.or.jp　E−mail staff@aile.or.jp

　　　 これからの行事・イベント

【有田碗灯（予定）】
　有田町札の辻交差点から磁器製の鳥居がある陶山神社の境内まで、磁器の灯明が並びます。
大晦日の23時から翌日元旦の朝2時頃まで行う予定です。
日　　程：2022年12月31日（土）～2023年1月1日（日）
開 催 地：有田町　陶山神社
お問合せ：有田観光協会　TEL：0955-43-2121

【GO!!佐賀旅キャンペーン】
　「GO!!佐賀旅キャンペーン」は、佐賀県の旅行を割引し、地域クーポンを進呈する全国を対象とした観光需要喚
起策です。割引内容は、旅行代金を一律40%OFF（上限：1人1泊あたり交通付き8,000円、宿泊・日帰り5,000円）し、
地域クーポンを平日3,000円分・休日1,000円分付与します。利用期間は2022年10月11日〜2022年12月20日
です。ぜひこの機会に県内旅行を楽しんでみてはいかがでしょうか。
※�事業予算に達した場合は、早期終了します。割引を受けるには、本人確認書類に加え、ワクチン3回接種証明ま

たはPCR検査等の陰性結果証明の提示が必要です。新型コロナの感染状況によっては、内容の変更または中止と
なる場合があります。

お問合せ：GO!! 佐賀旅キャンペーンコールセンター（一般利用者向）
　　　　　TEL:0570-063-033　10:00～17:00　※土日も可

【『ななぱす』肥前やきもの圏をつなぐ周遊パスポート】
　「ななぱす」は肥前やきもの圏での旅をもっと楽しむために生まれた周遊パスポートです。好評につき今年も発
売いたします。やきものにちなんだ “特別なおもてなし”体験や限定グルメの紹介、各エリアで利用できる特典など、
一冊に数えきれないほどの情報やお得が詰まっています。
利用期間：2022年10月1日（土）～2023年1月31日（火）※期間中何度も利用可能　
価　　格：500円(税込み)
販売箇所：<佐賀県>唐津市、伊万里市、武雄市、嬉野市、有田町の各観光協会
　　　　　<長崎県>佐世保市、波佐見町の各観光協会
URL:https://saga.visit-town.com/visittour/nana-pass_dc/

　組合や組合員企業で行うイベントや行事など、県一円に広く告知したいものがありまし

たら中央会総務部までご一報ください！

編集後記

※新型コロナの状況によっては変更や中止等もございますので、詳細は各主催者にお問い合わせください。

　先日地元サッカーチーム「サガン鳥栖」
の最終戦に行ってきました。今年からサガ
ン鳥栖にハマったばかりの初心者で、サッ
カーのルールも全然詳しくないのですが、
毎回試合が楽しみでサガン鳥栖の走るサッ
カーにどっぷりハマってしまいました。来季
お気に入りの選手がサガン鳥栖に残ってくれ

ていたらユニホームを買おうと心に決めています。
　最終戦は声出し応援適用試合で、自分の席では声出しNGでした
が、近くで聞くサポーターの気持ちのこもった熱い声援は、心震える
ものがありました。コロナで制限がかかってしまったからこそ、当た
り前だった光景がありがたく、特別なものに思えました。来年の開
幕戦までが待ち遠しいです。（E.F）
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佐賀県火災共済の“各種共済制度”

〒840-0826 佐賀市白山2-1-12　佐賀商工ビル6F
TEL 0952-24-6984　FAX 0952-24-6907

お問合せ・お申し込みは　佐賀県中小企業団体中央会

佐賀県火災共済協同組合

建物が燃えた

台風で瓦が
飛んだ

土砂崩れで家が
全壊した

歩行者にけが
をさせた

他人の車に
衝突した

けがで就業
不能になった

従業員が
けがをした

事故による休業で
売り上げが減った

＊１（共同元受）佐賀県火災共済共同組合・全日本火災共済協同組合連合会　　＊２（元受団体）全日本火災共済協同組合連合会

に関する共済 事故で搭乗者
がケガをした

病気で入院した

仕事中にけが
をした

料理中にやけど
をした

　警察の統計によると、佐賀県は、人口10万人当たりの人身交通事故発生件数が平成24年
以降５年連続全国ワースト１となっており、平成29年は６年ぶりに全国ワースト１を脱したも
のの、人口10万人あたりの事故によるけが人の数は７年連続で全国最多と、状況はいまだに深
刻なものとなっております。
　自動車総合共済では、相手方への賠償（自動車事故により、他人にけがをさせたり、他人の
ものを壊してしまったとき）をはじめ、お客様ご自身や搭乗者の補償（自動車事故によりご契
約のお車に同乗中の方がけがをされたとき）、そしてお客様の車の損害についても補償します。

例もあります。当組合では、これらの賠償リスクを補償する共済や、お客様自身のおけがやお車の損害を補償する共済をご用
意しておりますので、お気軽にお問合せ・ご相談ください。

『自動車総合共済』
～自動車に関するリスクに備える～

歩行者にけがをさせた 事故でけがをした他人の車に衝突した 洪水で車が水没した

今月
の

PICK
 UP!

今月
の

PICK
 UP!

本文書は共済制度の概要について記載した案内文書です。詳細につきましては、組合または取扱代理所へお問い合わせください。
なお、共済金をお支払いできない場合等につきましては自動車総合共済約款、および自動車総合共済パンフレットをご覧ください。

2019年4月1日以降用

個人・企業の
財産

に関する共済
（建物・家財・設備什器等）

＊1

自動車

＊2

病気やけが
に関する共済

＊2

＊2

＊2

企業・経営者の備え
に関する共済

 
総合賠償責任共済

＊2

＊2
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ＳＡＧＡのよかとこ ＳＡＧＡしてみらんね 寄ってみらんね　

「川原食品株式会社」
お店紹介 おすすめ商品は？
1918年に創業。佐賀に根
付いて創業100年を迎え
られた川原食品株式会社
（MIFUKUAN）。
日本の伝統的な食文化に
欠かせない漬物。それも飛
鳥・奈良時代、日本で最初
に漬物が記載された木簡
にある「加須津毛（粕漬）」
と、長年養ってきた漬ける
技術を駆使して製造した九
州の調味料「柚子こしょう」
を、伝統的な歴史と品格を
継承しつつ世界中に広め
たいと思いを込め、日々漬
ける技術を磨かれていま
す。 

■黄金のなま柚子こしょう
今までの柚子こしょうは料理人にとって“扱いにくい薬
味”として敬遠されてきました。しかしこの「黄金のなま
柚子こしょう」は扱いにくいとされる、辛さ・風味・色の“弱
点”をすべて“強み”に変えた、新しい柚子こしょうです。
自然栽培の自家柚子園の柚子と農薬不使用有機肥料
の唐辛子を使用。黄色く熟した柚子皮をふんだんに使
い、黄色の唐辛子で仕上げた黄金のなま柚子こしょう。
柚子の華やかな香りが一番強く、
今までにない柚子こしょうの誕生
です。
こだわりの詰まったこちらの商品
は「ベストおとりよせ大賞　だし・
調味料部門」（おとりよせネット）で
金賞を受賞されました★

ゆずをＰＲ「ＹＵＺＵ ＦＥＳ」を開催
10月29日(土)に川原食品で『ＹＵＺＵ ＦＥＳ』が開催されました。川原食品では
柚子こしょうを作られて50年。まだまだ佐賀が柚子の産地としてよく知られて
いないのでＰＲのためにと始められたのがこちらのイベント。今年で4回目の
開催となりました。
イベントでは川原食品オリジナルの商品販売のほか、パンやコーヒー、雑貨な
ど１４店が集まりマルシェも同時開催されました。料理研究家による柚子こしょ
うを使ったホットサンドの実演試食会も行われました。
佐賀市都市景観賞も受賞されたお店の芝生で、訪れたご家族連れも気持ちよ
さそうに過ごされていました。
何にでも使える万能調味料の柚子こしょうですが、これからの季節には鍋の薬味として使われることが多いです。
他にもわさび代わりにお刺身、冷やっこ、焼き鳥、カルパッチョに合わせるのもおすすめ。
意外な合わせ方は？とお聞きすると、ホワイトシチューやクリームパスタなどホワイトソース系とも相性が良く、味が
締まるそうです。
柚子こしょうはお醤油やオリーブオイルとの相性も抜群です。ぜひご自宅でのアレンジもお楽しみください。
■柚子こしょう＋柚子果汁＋醤油＝ポン酢　■柚子こしょう＋オイル＝ドレッシング　■柚子果汁＋焼酎＋炭酸水＝柚子サワー

住　　所：佐賀市川副町南里710-1
Ｔ Ｅ Ｌ：0952-45-1234
営業時間：8:30～17:30
定 休 日：土・日曜・祝日

佐賀の美味しいものづくりに、これ
からも努めてまいります。オンライン
ショップもございます。ぜひご賞味く
ださい。
（代表取締役　川原啓秀さん）

☝イベントの様子

☝実演試食会も大人気♪ ☝佐賀県食品産業協議会も出展しました


